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 今年度のプラチナ・プラス事業では、地域活動やボランティア活動で一歩リードするプラチナ世代のリー
ダーを応援する研修を実施しました。
　地域活動に大変意欲的なプラチナ世代の活動者が多数参加し、自身の活動をさらにステップアップするた
めの具体的なノウハウを持ち帰りました。さらに、会場内では参加者同士声をかけ合い、連絡先を交換する
など、今後地域をこえたヨコつながりが期待できる場面もたくさんみられました。

平成 21 年度プラチナ世代社会参画促進事業
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1 講演「めざすは地域のコーディネーター」
　 講師　（社福）大阪ボランティア協会　事務局長・常務理事　早瀬　昇
2 ランチタイム＆交流会　〜はつかいちプラチナ・バンドの生演奏♪
3 ミニフォーラム「実践者に聞く！地域活動の魅力」
4 分科会　分科会：1「活動を広げるには」
　　 　　　講師　NPO法人広島県余暇プランナー協会　理事長　山崎　勇三
　　 　　　分科会：2「活動を継続するには」
　　 　　　講師　広島市中央部安全・快適な街づくり協議会　事務局長　山重　憲三
　　 　　　分科会：3「活動をはじめるには」
　　 　　　講師　熊野町コスモス会　代表　八木　正孝
　　 　　　分科会：4「活動のヨコつながりをつくるには」
　　 　　　講師　広島安芸商工会　事務局長　奥村　冨士雄
開催期日・場所　平成22年1月22日（金）／福山会場（広島県民文化センターふくやま）
　　　　　　　　1月26日（火）／広島会場（広島産業会館 西展示館、広島県社会福祉会館）

　プラチナ世代は、今、地域で新たな担い手として大きく期待されています。
　長年仕事を通じて培われたさまざまな知恵や能力、経験、そして、このたびの学びで得られた活動展開の手法や人つ
ながりを、今後ぜひ地域で活かしてもらいたい！
　今年度は、「プラチナ・プラス」に加え、9月開催の「第19回全国ボランティアフェスティバルひろしま」、さらに県
内各地での楽しい活動が待っています。これからもプラチナ世代の地域社会での活躍を応援していきます。
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「現在行っている小さなボランティア活動の輪を広げていきたいと思いました」
「私たちの地域でも女性のボランティアグループが多いです。男性の私でもできることがないか見つけて、実行
に移していきたい」
「自分が好きなことを楽しんでしているボランティア活動の大切さを再確認した」
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「プラチナ世代がグループを組んで‘地域に出向く’活動がしたい」
「自治会における人づくりの方法のヒントをいただきました」
「自分のできることからスタートしてみる。帰って、地域の社協と話しをしてみる」

参 加 者 の 声

当 日 の 内 容

問合せ先
広島県社会福祉協議会　地域福祉課　☎082－254－3414

講師：大阪ボランティア協会事務
局長・常務理事　早瀬　昇
「実は、ボランティア活動は恋愛に
似ている…」

分科会：1
テーマ「活動を広げるには」
ワークショップ…
“夢の無人島”をつくってみよう！

福山会場
講演風景

広島会場
分科会風景
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　平成22年1月28日〜29日、開催した講座では、社協職員をはじめ、Vハート（広島県民ボランティア活動
推進会議[Vハートひろしま]）加入団体所属者などからも参加がありました。
　この講座は、ボランティア活動の基本となる知識やスキルを再確認し、活動を支え、つなぐ、ボランティ
アコーディネーション力の向上をめざしました。
　研修内容は、日本ボランティアコーディネーター協会3級検定直前講座を兼ねており、受講後には参加者
全員が3級検定を受験しました。講座を受けた直後の検定受験ということもあり、2日間とも会場全体に緊
張感が漂っていました！が、参加者からは、検定を受けたことで「日々のコーディネートを振り返るいい機
会になった」「改めて、ボランティアコーディネーターとはどういった働きをする仕事なのかを確認するこ
とができた」等の声があがっていました。

　今後も、ボランティアコーディネーションの重要性を多くの人に知ってもらい、地域の幅広い
場面でコーディネーターの力が発揮されるよう、引き続き本講座を実施します
　　　　　研修：ボランティアコーディネーション力向上研修
　　　　　　　　（兼　日本ボランティアコーディネーター協会3級検定直前講座）
　　　　　試験：ボランティアコーディネーション力3級検定

ボランティア活動と住民参加型福祉活動
のためのコーディネーション力向上講座
〜オール広島ささえあいネット研修会〜 を開催しました

2009（平成21）年度

今年度も「ボランティアコーディネーション力向上講座」を実施します

問合せ先
広島県社会福祉協議会　地域福祉課　☎082－254－3414

みなさん、
ぜひご参加
ください！

内 容

研修風景
検定試験風景

楽しくグループワークも♪ 真剣！学生に戻ったよう



特長

地域福祉活動の一環として行うボランティア活動に
関する各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

ボランティア行事用保険

ヘルパー・ケアマネージャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！

福祉サービス総合補償

送迎・移送サービス中の自動車事故などによる
ケガを補償！

送 迎 サ ー ビ ス 補 償

お申込み、お問合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ

〈引受幹事保険会社〉日本興亜損害保険 株式会社この保険は、全国社会福祉協議会が保険会社と一括して契約を行う団体契約です。 

〒100-0013　東京都千代田区霞が関3丁目3番2号 新霞が関ビル17F

TEL：03（3581）4667　FAX：03（3581）4763
社会福祉法人 
全国社会福祉協議会 

株式会社 福祉保険サービス 取扱代理店 

団体契約者 

ボランティア活動保険
 

安心を支
えます

　　　
　　　　

　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　http://www.fukushihoken.co.jp

日本国内
でのボランティア

活動中のケガや賠償責任を補償

Aプラン…280円　Bプラン…420円　

●活動場所と自宅との
　往復途上の事故も補償
●熱中症（日射病・熱射病）による
障害も補償

●ボランティア自身の食中毒や
　特定感染症も補償
●地震など天災によるケガも補償
　（天災タイプご加入の場合）

年間
保険料

天災タイプ
もあります。

※各プランの補償金額、補償内容などの詳細は、専用のパンフレットをご用意しておりますので、取扱代理店にお問合わせください。

13 福祉ひろしま

　地域のみなさんと社会福祉協議会がすすめる活動を広くお知らせするラジオ放送、今年度もさらにさらにパ
ワーアップしてお届けします。みなさん、ぜひぜひラジオのスイッチをいれてみてくださいね！

「平成ラヂオバラエティごぜん様さま」
　　　　「ご近所様さま」のコーナー
� 毎月第4金曜日10：30〜
　パーソナリティは世良洋子さんと横山雄二さん。
　地域活動の本音、ちょっといい話、助け合いのポイントなど、
地域福祉に関する話を楽しくお伝えします。
 

ラジオカーがあなたの街にうかがいます！
� 毎月第3火曜日10：40〜
　ふれあいサロンや地域の見守り活動、町内会やボランティア
活動など、ラジオカーレポーター
が各地を訪問してお伝えします。

ＲＣＣ（中国放送）ラジオ → 1350khz（広島）1458khz（県北）1530khz（備後）

2 月　ラジオカーが尾道市社協を訪問しました

その1

その2

問合せ先
広島県社会福祉協議会　地域福祉課
☎082−254−3414
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慈
楽
福
祉
会
は
、
昭
和
49
年
（
１
９
７
１
年
）
1
月
に

法
人
認
可
を
受
け
、昭
和
50
年
6
月
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
定
員
50
人
と
養
護
老
人
ホ
ー
ム
定
員
50
人
の
合
築
施
設

で
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

過
去
、多
く
の
施
設
は
、創
始
者
の
理
念
と
熱
意
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
も
の
、
行
政
の
働
き
か
け
、
団
体
な
ど
の

要
望
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。

　

当
時
は
、
地
域
と
の
繋
が
り
を
必
ず
し
も
必
要
と
し
な

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
時
代
の
変
化
と
共
に
、
か
つ
て
の

「
施
設
開
放
」、
最
近
で
の
「
地
域
貢
献
」
と
い
う
議
論
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
も
業
界
の
大
き
な
変
化
で
す
。

　

社
会
福
祉
法
人
は
、
公
益
性
、
継
続
性
、
安
定
性
、
安

全
性
、
非
営
利
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
昨
今
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
は
介
護
保
険
事
業
と
な
り
、
そ
の
あ
り
方
も

様
子
を
変
え
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
折
々
に
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
時
代
の
変
化
は
現
在
の
ま
ま
の
社
会
福
祉
法
人
の
存

続
は
認
め
な
い
の
で
し
ょ
う
。
で
は
、
生
い
立
ち
が
地
域

の
要
望
で
な
い
な
ら
ば
、
社
会
福
祉
法
人
の
特
性
を
厳
守

し
な
が
ら
、
本
業
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
々
に
評
価
さ
れ

人
の
応
援
で
の
初
期
活
動
と
な
り
ま
す
。
消
防
隊
到
着
後

は
そ
の
指
示
で
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
と
き
の
事

故
は
公
務
災
害
と
な
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

以
来
、
春
と
秋
の
年
2
回
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

訓
練
の
前
に
は
毎
回
打
ち
合
わ
せ
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
不

備
な
内
容
が
あ
れ
ば
厳
し
い
意
見
が
出
る
こ
と
も
あ
り
、

万
一
の
時
に
は
地
域
が
応
援
し
て
や
る
ぞ
、
と
い
う
熱
意

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
各
訓
練
の
参
加
者
は
、
い
つ
も

１
０
０
人
く
ら
い
で
す
。
よ
く
行
う
訓
練
は
自
宅
の
消
火

器
を
使
っ
て
の
消
火
訓
練
で
す
。
消
化
剤
の
補
填
費
用
は

施
設
が
負
担
し
ま
す
。
お
か
げ
で
こ
の
地
区
内
で
は
使
用

期
限
が
過
ぎ
て
い
る
消
火
器
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
3
年

前
に
は
地
域
内
の
家
で
、
深
夜
、
風
呂
釜
か
ら
の
出
火
を

消
火
器
で
消
火
し
た
女
性
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

施
設
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
は
、
秋
の
訓
練
が
夜
7
時

か
ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
夜
間
を
想
定
し
た
訓
練
は

多
く
の
施
設
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
と
共
に
夜

間
訓
練
を
行
っ
て
い
る
の
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
が
実
施
で
き
る
こ
と
は
大
変
心
強
く
、
地
域
の
皆
様
の

ご
理
解
に
は
深
く
感
謝
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

過
去
の
多
く
の
社
会
福
祉
法
人
は
、
創
始
者
と
な
る
理

事
長
は
“
地
域
密
着
”
人
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
人
を
通

し
て
の
地
域
一
体
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
当

時
で
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
大
き
な
福
祉
推
進
の

力
と
な
り
、
日
本
の
社
会
保
障
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
、

今
も
変
わ
ら
ぬ
強
い
自
負
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
今
の
「
地

域
密
着
型
事
業
」は
こ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

▲
▲
▲

 

地
域
連
携
の
具
体
例 

▲
▲
▲

　
“
天
峯
災
害
対
策
連
絡
協
議
会
”
は
、
瀬
野
川
ホ
ー
ム

に
お
け
る
夜
間
の
火
災
時
に
、
避
難
誘
導
と
救
出
の
応
援

を
す
る
た
め
に
、
施
設
か
ら
地
域
に
呼
び
か
け
て
、
昭

和
62
（
１
９
８
７
）
年
12
月
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

天
峯
と
は
、
施
設
の
背
後
に
あ
る
山
の
俗
称
で
、
こ
の
山

裾
に
あ
る
成
岡
自
治
会
・
押
手
上
町
内
会
・
押
手
下
自
治

会
と
施
設
の
4
者
で
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
“
応
援

時
の
事
故
保
障
”
が
大
き
な
論
点
と
な
り
結
成
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、“
目
的
”
の
一
点
に
皆
さ

ん
の
思
い
が
結
集
し
て
、
結
成
に
至
り
ま
し
た
。
消
防
隊

が
到
着
す
る
ま
で
の
約
20
分
間
が
、
夜
勤
職
員
と
地
域
の

地
域
と
福
祉
施
設 

　
　
　
　
　
　
〜
防
災
連
携
の
例
か
ら
〜

社
会
福
祉
法
人
慈
楽
福
祉
会

�

理
事
長　

後
藤　

忠
啓
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経験することは、大事 ！！

　

あ
る
年
、背
筋
の
寒
く
な
る
夜
間
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。

消
防
車
、
救
急
車
が
赤
色
回
転
灯
を
点
灯
し
て
、
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
施
設
に
到
着
し
、
施
設
に
向
け
て
放

水
し
た
と
き
で
す
。
訓
練
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
の
怖
さ

を
感
じ
ま
し
た
。“
こ
れ
が
実
際
の
火
事
”だ
っ
た
ら
…
と
。

　

そ
の
他
の
協
議
会
事
業
は
、
普
通
救
命
救
急
講
習
、
広

島
市
防
災
セ
ン
タ
ー
視
察
研
修
が
あ
り
ま
す
。

　

瀬
野
川
ホ
ー
ム
に
は
も
う
一
つ
地
域
と
の
繋
が
り
の
強

い
行
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
盆
法
要
・
盆
踊
り
で
す
。

準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
、
自
治
会
・
町
内
会
・
子
ど
も

会
・
青
年
会
な
ど
多
く
の
地
域
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
行

う
も
の
で
す
。
音
頭
出
し
や
太
鼓
た
た
き
も
地
域
の
人
と

施
設
職
員
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。
勿
論
そ
の
夜
の
う
ち
の

打
ち
あ
げ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
は
地
域
の
町
づ
く
り
に
も
効
果
的
で
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
施
設
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
当
法

人
は
、
地
域
住
民
に

愛
さ
れ
る
施
設
、
信

頼
さ
れ
る
法
人
を
め

ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
瀬
野
川
ホ
ー
ム�

定
員
100
人

養
護
老
人
ホ
ー
ム
瀬
野
川
ホ
ー
ム�

定
員
50
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
慈
樂
の
里�

定
員
30
人

ケ
ア
ハ
ウ
ス
安
芸
中
野�

定
員
50
人

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
き
な
か
の�

定
員
20
人

短
期
入
所
施
設
あ
き
な
か
の�

定
員
10
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
安
芸
中
野�

定
員
25
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
れ
ん
げ�

定
員
30
人

訪
問
介
護
事
業

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

老
人
保
健
施
設
ピ
ア
観
音�

定
員
100
人

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
ピ
ア
観
音�

定
員
20
人

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
ピ
ア
観
音

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業�

定
員
18
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
じ
ら
く
房�

定
員
12
人

広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会　

団
体
振
興
課

☎
０
８
２
︱
２
５
４
︱
３
４
１
６

問
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人
慈
楽
福
祉
会
の
事
業
概
要



健康を考え、健康を進め、健康を広げる

白石薬品株式会社

白石商事株式会社

Tel （072）622-8500
Fax（072）622-8510

〒567-0005
大阪府茨木市五日市1-10-33

SHIRAISHI

〒730-0012	 広島市中区上八丁堀7番5号
　　　　　ピロティヒロシマ3階
　　　　　TEL（082）228-6311
　　　　　FAX（082）228-6362
E-Mail:mm-law@mbm.nifty.com

水中・三﨑法律事務所
弁護士　水中　誠三
弁護士　三﨑　和也
弁護士　中原　良子

…　気軽に御相談ください　…

◎パソコン、サーバ等の販売・設置

◎ネットワークの設計・工事

◎パソコン・サーバ・ネットワークの保守

◎消耗品の販売（トナー、コピー用紙等）

NTTデータ カスタマサービス㈱中国支社
〒732-0816
広島市南区比治山本町11番20号
TEL：（082）252-3306 FAX：（082）252-3309
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（
広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長　

山
下
三
郎
）

戦
後
65
年
に
想
う　

　

今
年
は
昭
和
の
年
号
に
置
き
換
え
れ
ば
、

昭
和
85
年
と
な
る
。

　

今
か
ら
、65
年
前
の
昭
和
20
年（
1
9
4
5

年
） 

8
月
6
日
、一
発
の
原
子
爆
弾
に
よ
り
、

広
島
市
内
は
一
瞬
に
し
て
焼
け
野
原
と
な

り
、
20
数
万
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
。
そ

の
後
も
原
爆
の
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る
人

は
後
を
絶
た
な
い
。

　

私
は
あ
の
日
、
学
徒
動
員
先
の
広
島
市
観

音
町
三
菱
重
工
広
島
製
作
所
で
被
爆
し
、
午

前
10
時
過
ぎ
に
工
場
か
ら
帰
宅
す
る
途
中
、

焼
け
る
市
内
、多
く
の
被
災
者
の
火
傷
の
姿
、

道
路
に
倒
れ
た
人
々
の
姿
が
脳
裏
に
焼
き
つ

い
て
お
り
、
今
も
鮮
明
に
浮
か
ぶ
。

　

8
月
15
日
の
正
午
か
ら
重
大
放
送
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
暑
い
日
の
正
午
、
ラ
ジ
オ

の
前
に
座
っ
た
。
雑
音
が
入
り
聞
き
難
か
っ

た
が
、
と
に
か
く
戦
争
が
終
わ
り
、
敗
け
た

こ
と
は
理
解
出
来
た
。
身
体
か
ら
力
が
抜
け

る
感
じ
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
。

　

こ
れ
か
ら
日
本
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
15
歳
の
私
は
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
し
っ
か
り
と
覚
え
て
い
る
。

　

あ
れ
か
ら
65
年
の
歳
月
が
た
っ
た
。

　

私
は
全
国
唯
一
の
被
爆
市
長
と
し
て
、
世

界
で
1
人
の
被
爆
市
長
と
し
て
、
反
核
平
和

の
た
め
に
私
な
り
に
活
動
を
続
け
、
平
成
16

年
か
ら
は
江
田
島
市
の
曽
根
市
長
と
と
も
に

被
爆
市
長
と
し
て
手
を
た
ず
さ
え
て
運
動
し

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　

米
核
搭
載
艦
船
の
日
本
寄
港
を
容
認
す
る

密
約
に
つ
い
て
、
有
識
者
委
員
会
か
ら
報
告

さ
れ
た
が
、
外
務
省
幹
部
は
歴
代
の
首
相
や

外
相
が
交
代
す
る
た
び
に
説
明
さ
れ
、
理
解

を
得
て
き
た
と
あ
る
。

　

昭
和
27
年
に
「
対
日
平
和
条
約
」
が
発
効

し
、沖
縄
は
本
土
か
ら
完
全
に
分
離
さ
れ
て
、

ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
軍
の
基
地
の
中
に
沖
縄
が

あ
り
、
日
本
は
独
立
を
宣
言
し
た
が
、
沖
縄

だ
け
は
占
領
下
に
お
か
れ
、
沖
縄
県
民
に
は

苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
、
佐
藤
総
理
は
「
沖
縄
の
返
還
な

く
し
て
日
本
の
戦
後
な
し
」
と
訴
え
、
沖
縄

返
還
に
努
力
を
重
ね
「
核
ぬ
き
、本
土
な
み
」

と
宣
伝
さ
れ
た
。
そ
し
て
平
和
条
約
発
効
か

ら
、
19
年
経
っ
た
昭
和
46
年
に
沖
縄
返
還
協

定
の
審
議
が
国
会
で
承
認
さ
れ
た
が
、
こ
の

協
定
は
沖
縄
県
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、「
本
土
な
み
」
と
言
え
る
状
況

で
は
な
か
っ
た
。
当
時
選
挙
で
当
選
し
た
屋

良
主
席
も
調
印
式
に
は
出
席
し
な
か
っ
た
。

　

歴
代
の
総
理
も
外
相
も
非
核
三
原
則
を
訴

え
続
け
て
き
た
昭
和
29
年
、
東
京
都
杉
並
区

の
主
婦
を
中
心
に
始
ま
っ
た
、
反
核
平
和
の

署
名
活
動
は
世
論
が
高
ま
り
、
原
水
爆
禁
止

大
会
へ
と
広
が
り
、
こ
の
運
動
は
保
守
派
も

参
加
し
国
民
的
な
行
動
と
な
っ
た
。

　

当
時
は
核
持
込
を
世
論
が
許
す
状
況
に
な

く
、「
暗
黙
の
合
意
」
に
よ
る
核
持
ち
込
み

が
今
回
報
告
さ
れ
た
こ
と
は
、
38
年
間
も
国

民
に
重
大
な
裏
切
り
を
続
け
た
こ
と
に
な

り
、
日
本
の
外
交
に
汚
点
を
残
し
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

し
か
し
、
日
本
政
府
が
素
直
に
核
密
約
を

認
め
、
改
め
て
こ
れ
か
ら
非
核
三
原
則
堅
持

を
表
明
し
た
こ
と
に
賛
意
を
表
し
、
国
民
の

幸
せ
の
た
め
、
世
界
の
平
和
を
祈
り
ま
す
。

広
島
県
社
会
福
祉
協
議
会　

総
務
企
画
課

☎
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２
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２
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１

問
合
せ
先
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Ⅰ　

基
本
方
針

　

全
国
で
は
自
殺
（
自
死
）
者
が
平
成
21
年
も
12
年
連
続
と

な
る
3
万
人
を
超
え
、
本
県
に
お
い
て
も
７
０
０
人
台
に
な

り
、
人
口
比
で
も
依
然
高
位
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
退
職

や
経
済
不
況
に
よ
る
雇
い
止
め
に
よ
り
、
会
社
や
社
会
か
ら

も
切
り
離
さ
れ
た
人
た
ち
や
自
身
の
判
断
能
力
だ
け
で
は
自

ら
の
暮
ら
し
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
て
い
る
人
た
ち
が
増
え

て
い
る
。
今
、
こ
う
し
た
人
た
ち
が
社
会
や
家
族
と
の
つ
な

が
り
の
薄
れ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
を
抱
え
、
解
決

さ
れ
な
い
ま
ま
、
さ
ら
に
社
会
的
な
孤
独
や
孤
立
を
拡
大
さ

せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
老
い
る
こ
と

の
で
き
る
、
一
人
ひ
と
り
が
大
事
に
さ
れ
る
、
一
人
ひ
と
り

に
役
割
が
あ
り
出
番
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
基
本
方
針
と
す

る
。

Ⅱ　

重
点
項
目

1
　�

県
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
仕

組
み
づ
く
り
〔
利
用
者
支
援
〕

⑴　
【
拡
】「
か
け
は
し
」
か
ら
成
年
後
見
制
度
へ
の
総
合
的

な
支
援
体
制
の
整
備

⑵　

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
の
普
及
啓
発
及
び
利
用
促

進

⑶　

生
活
福
祉
資
金
、
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
制
度
等

の
効
果
的
運
用

2
　
県
民
参
画
に
よ
る
福
祉
の
地
域
づ
く
り

　
　〔
県
民
参
加
と
市
町
社
協
支
援
〕

⑴　
【
新
】
第
19
回
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ひ
ろ
し
ま
の
開
催

⑵　
【
拡
】＜

あ
い
あ
る
広
島
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
♪＞

小
地

域
福
祉
活
動
推
進
事
業
の
推
進
に
よ
る
地
域
力
の
強
化

⑶　
【
拡
】
県
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
力
・
市
民
活
動
力

の
充
実
強
化

⑷　
【
拡
】
ひ
ろ
し
ま
の
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め

の
情
報
（
広
報
）
活
動
の
積
極
的
な
展
開

3
　
社
会
福
祉
事
業
の
基
盤
づ
く
り

　
　〔
事
業
者
支
援
〕

⑴　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
推
進

⑵　

社
会
福
祉
法
人
経
営
分
析
事
業
の
推
進

4
　
福
祉
を
担
う
人
づ
く
り

　
　〔
人
材
の
養
成
・
確
保
〕

⑴　
【
拡
】人
と
人
を
つ
な
ぐ
橋
渡
し「
無
料
職
業
紹
介
事
業
」

の
推
進

⑵　
【
拡
】
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
よ
る
効
果
的
・
効
率
的
な
社

会
福
祉
従
事
者
研
修
の
実
施

⑶　

介
護
支
援
専
門
員
資
質
向
上
事
業
の
推
進

5
　�

県
社
協
組
織
の
効
率
（
効
果
）
的
な
運
営
体
勢
づ
く
り

　
　�〔
法
人
組
織
の
経
営
（
運
営
）
強
化
充
実
〕

⑴　
【
拡
】
会
員
参
画
に
よ
る
法
人
運
営
の
強
化

⑵　
【
拡
】
広
島
県
社
協
経
営
企
画
会
議
の
効
果
的
な
運
営

⑶　
【
新
】
計
画
的
な
事
務
局
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の

取
り
組
み
の
推
進

平成22年度 広島県社会福祉協議会の会計構成
� （単位：千円）

会計区分 21年度予算額 構成比率 22年度予算額 構成比率 対前年伸率 差異
1　一般会計 575,178 9.1 591,413 10.3 102.82 16,235
2　公益事業特別会計 471,062 7.4 569,439 9.9 120.88 98,377
3　収益事業特別会計 11,839 0.2 11,164 0.2 94.30 △ 675
4　生活福祉資金特別会計 5,070,995 80.2 4,361,723 75.8 86.01 △ 709,272
5　生活資金資金事務費特別会計 73,444 1.2 118,757 2.1 161.70 45,313
6　�要保護世帯向け不動産担保型
　  生活資金特別会計 47,512 0.8 43,846 0.8 92.28 △ 3,666

7　臨時特例つなぎ資金貸付事業
　  特別会計 74,501 1.1 55,126 0.9 73.99 △ 19,375

計 6,324,531 100.0 5,751,468 100.0 90.94 △ 573,063

問合せ先
広島県社会福祉協議会　総務企画課　☎082−254−3411
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INFORMATIONINFORMATION

18

人
権
擁
護
研
修

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

21

今
日
か
ら
使
え
る
「
労
働
保
険
と
社
会
保

険
」
の
実
務
研
修

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

25

人
権
擁
護
研
修

福
山
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー

26

県
社
協
第
1
7
9
回
理
事
会

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

27

県
社
協
第
1
6
8
回
評
議
員
会

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

28

今
日
か
ら
使
え
る
「
労
働
保
険
と
社
会
保

険
」
の
実
務
研
修

福
山
県
民
文
化
セ

ン
タ
ー

31

社
会
人
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

3

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

7

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

（
基
礎
編
）

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

8
・

15
・
16
福
祉
職
員
生
涯
研
修
課
程
（
中
堅
職
員
）

研
修

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

9
・

10
・
18
福
祉
職
員
生
涯
研
修
課
程
（
新
任
職
員
・

新
規
学
校
卒
業
対
象
）
研
修

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

17
・

23
・
24
福
祉
職
員
生
涯
研
修
課
程
（
中
堅
職
員
）

研
修

福
山
商
工
会
議
所

21
・

22
・
28
福
祉
職
員
生
涯
研
修
課
程
（
新
任
職
員
・

社
会
人
経
験
者
対
象
）
研
修

福
山
商
工
会
議
所

28

県
社
協
第
1
6
9
回
評
議
員
会

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

29

運
営
管
理
者
の
た
め
の
部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
（
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
）
研
修

広
島
県
社
会
福
祉

会
館

5
月
行
事
予
定

6
月
行
事
予
定

●
福

祉
ひ

ろ
し

ま
N

o.68　
2010年

4月
　

●
発

行
所

／
社

会
福

祉
法

人
   広

島
県

社
会

福
祉

協
議

会
　

〒
732-0816 広

島
市

南
区

比
治

山
本

町
12-2 広

島
県

社
会

福
祉

会
館

内
 TEL082-254-3411 FAX082-252-2133

●
発

行
人

／
渡

辺
　

邦
男

　
●

U
RL  http://w

w
w

.hiroshim
a-fukushi.net/

福
祉
ひ
ろ
し
ま

※「福祉ひろしま」の発行費の一部として共同募金配分金、中国新聞社会事業団助成金を活用させていただいています。
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県
社
協
へ
の
寄
付

〒730-0014  広島市中区上幟町3番25号
　　　　　　レオビル6階
　　　　　TEL（082）502-0770
　　　　　FAX（082）502-0771

広島県社会福祉協議会賛助会員広島文教女子大学
◆◇◆　御葬儀・生花・花輪・寝台車　◆◇◆

創業昭和六年
株式会社

【24時間・年中無休】本社／広島市南区段原南1-20-11

葬儀場

・光
こ う

徳
と く

会
か い

館
か ん

 （南区皆実町）
・松

しょう

  源
げ ん

  山
ざ ん
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URL http://www.tamaya4949.jp
E-mail info@tamaya4949.jp

シクシク

℡（082）261-4949

久
く

 笠
がさ

 法 律 事 務 所
弁護士　久笠　信雄
弁護士　山手　貴文
弁護士　長谷川栄治
弁護士　山田　純也

■人間科学部
●グローバルコミュニケーション学科〈2010年4月開設〉

　英語コミュニケーションコース／
　ビジネスコミュニケーションコース
●初等教育学科
　児童教育コース／幼児教育コース／
　教育心理学コース
●人間福祉学科
　社会福祉コース／介護福祉コース
●心理学科
　�臨床心理学コース／
　健康・スポーツ心理学コース／社会心理学コース
●人間栄養学科
　管理栄養士養成課程
■人間科学研究科
●教育学専攻
　臨床心理学コース／
　教育学コース
●人間福祉学専攻

〒731-0295
広島市安佐北区可部東1-2-1
Tel.082-814-9996
Fax.082-814-3401
http://www.h-bunkyo.ac.jp

資料請求は入試広報課まで
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